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代 表 質 問

国
も
地
方
も
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

本
市
の
将
来
人
口
の
予
測
に
つ

い
て
伺
う
。

近
年
の
本
市
の

人
口
動
態
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
状
況
か
ら
、

今
回
の
第
２
次
基
本
計
画
の
策

定
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
目

標
年
次
で
あ
る
５
年
後
の
平
成

27
年
の
総
人
口
を
前
回
推
計
の

８
万
２
千
人
よ
り
少
な
く
見
込

み
、
８
万
人
と
想
定
い
た
し
ま

し
た
。

今
後
の
本
市
に
お
け
る
人
口

動
態
は
、
大
規
模
開
発
等
、
特

別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
大
幅

な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
基
本
構
想
に
あ
り
ま
す

平
成
37
年
の
８
万
３
千
人
の
総

人
口
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

構
想
と
し
て
８
万
人

と
い
う
数
字
を
掲
げ
て

い
る
が
、
こ
の
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

各
種
の
施

策
を
着
実
に

進
め
、
市
民
の
不
満
と
し
て
い

る
よ
う
な
要
素
を
一
つ
一
つ
解

消
し
な
が
ら
住
み
よ
い
街
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
10
年
の
八
街
経

済
の
分
析
に
つ
い
て
伺

う
。

本
市
の
一
般
会

計
に
お
け
る
財
政

の
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
財
政
推
計
に

お
い
て
は
、
約
41
億
円
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
歳
入
の
伸
び

に
多
く
を
期
待
で
き
な
い
中
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
増
に
加
え
、

朝
陽
小
学
校
の
校
舎
改
築
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の

改
修
及
び
大
池
第
三
雨
水
幹
線

整
備
等
の
公
共
事
業
に
多
額
の

財
政
負
担
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ

の
財
源
不
足
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
基
金
の
活
用
及
び

事
務
事
業
の
見
直
し
等
に
よ
り

解
消
を
図
る
こ
と
と
し
、
収
支

の
均
衡
が
保
た
れ
る
と
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

今
後
の
市
営
住
宅

の
あ
り
方
に
つ
い
て

伺
う
。

市
営
住
宅
の
管

理
戸
数
は
、
平
成

22
年
３
月
末
で
４
４
９
戸
、
入

居
戸
数
は
３
７
４
戸
で
す
。

な
お
、
建
築
後
40
年
を
経
過

し
て
い
る
市
営
住
宅
に
つ
き
ま

し
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
公
募
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
の
市
営
住
宅
の
あ

り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
営

住
宅
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
行
う
中
で
、
市
営
住

宅
の
規
模
や
民
間
賃
貸
住
宅
借

上
の
活
用
方
法
な
ど
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
施
設
の
活

用
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

水
道
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
の
布
設
替
え
計
画
と

配
水
場
更
新
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

石
綿
セ
メ
ン
ト

管
の
更
新
計
画
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
６
年
度

か
ら
毎
年
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
計
画
的
に
着
手
し
、
残
り
の

総
延
長
は
、
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
ま
す
。
本
事
業
は
、

有
収
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

最
優
先
す
べ
き
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

配
水
場
更
新
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
建
設
後
、
約
36
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
榎

戸
配
水
場
２
系
電
気
設
備
の
更

新
工
事
を
今
年
度
か
ら
着
手
し

ま
し
た
。
既
に
発
注
済
み
の
ポ

ン
プ
棟
建
築
工
事
及
び
近
く
発

注
を
控
え
る
場
内
連
絡
管
改
良

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
末
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

自
由
通
路
で
の
政
治

活
動
・
選
挙
活
動
に
つ

い
て
伺
う
。

選
挙
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公

職
選
挙
法
第
１
６
６
条
に
「
特

定
の
建
物
及
び
施
設
に
お
け
る

演
説
等
の
禁
止
」
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
市
で
管
理
し
て
い
る

自
由
通
路
は
、
こ
れ
に
該
当
す

る
施
設
と
な
り
ま
す
の
で
、
演

説
等
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

基
礎
・
基
本
的
な
学
力

の
定
着
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
で
は
、
基

礎
的
・
基
本
的
な

学
力
の
定
着
の
た
め
に
、
「
学

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」、

「
八
街
市
基
礎
学
力
調
査
」
の

実
施
、
小
学
校
へ
の
「
八
街
市

学
力
向
上
推
進
員
」
の
配
置
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

八
街
市
基
礎
学
力
調
査
で
す

が
、
こ
の
調
査
は
今
年
度
か
ら

は
じ
め
た
事
業
で
す
。
小
学
校

で
は
国
語
と
算
数
、
中
学
校
で

は
国
語
、
数
学
、
英
語
に
つ
い

て
、
１
・
２
学
期
末
に
市
内
一

斉
に
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
市
の
基
礎
学
力

の
定
着
状
況
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
各
小
中
学
校
が
連
携
協

力
し
て
授
業
改
善
を
図
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
い
た
し
ま
す
。

基
礎
学
力
調
査
の
結

果
が
出
て
い
る
の
か
、

ま
た
調
査
結
果
を
公
表
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

今
年
度
、

第
１
回
目
の

調
査
で
は
、
小
学
校
で
は
８
割
、

中
学
校
で
は
６
割
の
到
達
度
で

し
た
。
各
学
校
に
お
き
ま
し
て

は
、
全
員
が
定
着
す
る
ま
で
、

夏
期
休
業
前
等
に
繰
り
返
し
学

習
指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
市
全
体
の

各
教
科
の
到
達
度
を
各
学
校
に

公
表
し
、
各
学
校
で
は
、
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
基
礎
的
、

基
本
的
な
学
習
内
容
の
確
実
な

定
着
を
図
る
た
め
の
資
料
と
し

て
、
今
後
の
授
業
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

将来人口と財政、生活環境の整備と
教育問題について問う！
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将
来
人
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財
政
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て
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長
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長
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駅
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